
～ 潜在保育士等への支援 ～  

 平成 29 年度における保育士等人材確保の新たな取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇事業内容・目的 

保育士としての勤務にブランクがある潜在保育士や、指定保育士養成施設の新卒者、また保育士試験合格者で保育士としての就労経験がない者

等を対象に、公立幼保連携型認定こども園において実務研修（現場体験）を行うことで、就労に対する不安の解消やスキルアップを図り、就職後

に即戦力となるスキルを身につけ、自信を持ってもらう。 

さらに研修修了後は、プレ保育士（ボランティア）として主体的に子どもたちと関わることで、実際の教育・保育現場で勤務することに対する

意欲向上を図る。 

潜在保育士（保育士資格を有しているが、現在保育士として就労していない者）の保育施設等への就職に対する技術面での不安、保育現場の現

状に対する知識や経験不足からくる不安等を解消し、本市内への保育士確保の促進及び就労支援を行う。 

◇ 対象者 

 堺市保育士等就職支援コーディネート事業の登録者であって、 

  次の①～③に該当するもの 

① 保育士資格を有し、現在就労していない者 

  ② 指定保育士養成施設の新卒者 

  ③ 保育士試験合格者で保育士としての就労経験がない者 

※ただし、いずれも公立保育所での勤務経験がない者が対象。 

 

参考 

「今後どのような研修を希望するか」の質問に寄せられた 

意見（「復職支援研修」のアンケートから抜粋） 

 ・手遊びや実習の現場体験をできるだけ多く体験したい。 

・実務に役立つような手遊びなどを現場で習得したい。 

 ・こども園、保育所等の現状を知りたい。 

 ・現状の子どもや保護者の様子を知りたい。（ブランクが 

あるため） 

 ・実務経験のない人向けの研修を希望  等 

◇ 募集人数 

  年間 ４０人  

※ １公立幼保連携型認定こども園につき、３～４人程度受入れ。 

  ※ 選考のうえ、対象者を決定。 

 

 

 

 

◇ 本事業のメリット 

☆一定期間の実務研修（現場体験）を設けることで、自己の強み・弱

みを認識し、就労に対するイメージを持ってもらいやすい。 

☆就職先決定後、現場で即戦力となりうる。 

☆プレ保育士（ボランティア）として、主体的に子どもたちと接する

機会を設けることで、責任感・緊張感をもって、実際の就労に近い

形で保育士業務を体感できる。また謝礼金を受け取ることで、就労

に対する喜びを実感し、復職への意欲向上につなげる。 

 

◇事業の流れ 

月 内    容 

5 月  ○広報等により募集を周知 

 

６月～７月 

○募集の受付 

・申請書（復職に当たっての不安や、専門職として身に付

けたい技術、スキルアップしたい内容等を記載）、健康

診断結果、コーディネーター事業の求職票等 

・選考 

 

８月 
○プレ保育士の決定 

○研修月・研修先について調整 

○健康診断（検便）を実施 

 

9 月～2 月 

○公立幼保連携型認定こども園で実務研修後、プレ保育士

として現場に立つ。 

・保育士としてのスキルアップや就労への不安解消、ま

た再就職等に向けたアドバイスを実施。 

・再就職に向けたアドバイスシート及びプレ保育士修了

証を交付 

 ・希望に応じて就職支援相談員（コーディネーター）

による就職相談を実施し、実際の就労に繋げる。（堺

市保育士等就職支援コーディネート事業） 

３月～4 月  ○民間保育施設等へ就職 

 

◇ 予算 

・謝 礼 金 @２,000×３日×40 人＝240,000 円 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険 ＠500×40 人＝20,000 円 

 ・検 便 代 @300×40 人＝12,000 円 

合 計 272,000 円 

 

幼 保 運 営 課 

 

実 務 研 修 

プレ保育士 

◇ 勤務先 

  公立幼保連携型認定こども園 存置１２か所 

●研修プランの作成 

 ・復職に当たっての不安や、専門職として身に付けたい技術、スキル

アップしたいことを洗い出し、内容を特化して目標を設定 

 ⇒ 乳児保育、設定保育、手遊びや歌、保護者対応、障害児保育など 

●実務研修（現場体験） 

 ・５日間程度（プランに応じて設定） 

  ⇒ 保育現場で専門職が子どもや保護者とどのように関わっている

かを実際に見て学び、これまで持っていた保育関連本や講義等に

よる知識や情報との違いなどを認識し、具体的な事案をもとにス

キルアップや就労への不安解消を図る。 

●振り返り・フィードバック、プレ保育士プランを作成。 

◇プレ保育士（ボランティア）として現場に立つ 

 ・実務研修（現場体験）修了後、体験で学んだこと等を活か

し、主体的に子どもたちと接するボランティア保育士とし

て教育・保育を実施。現場に立つことの充実感、楽しさと

ともに、技術習得を実感し、就職への自信につなげる。 

 ・終了後、保育職員としての再就職に向けたアドバイスシー

ト及びプレ保育士修了証を交付 

（時 間）１日４時間（教育標準時間）×３日以内 

      ９：００～１３：００ 

（内 容）設定保育等、プランに基づく内容 

（謝礼金）１日 2，０００円 
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